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『
法
華
経
』「
薬
草
喩
品
」
の
言
語

フ
ァ
リ
ダ
・
ノ
ー
ル
・
モ
フ
ド
・
ノ
ー
ル

前
川
健
一　

訳

は
じ
め
に

『
法
華
経
』
は
大
乗
仏
教
の
聖
典
す
な
わ
ち
経
典
全
て
の
中

で
最
も
重
要
で
影
響
力
の
あ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
大

乗
の
教
理
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
分
野
で
、
崇
敬
さ
れ
、
数

百
年
以
上
も
の
間
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
、
さ
ら
に
は
他

の
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
わ
た
っ
て
、
仏
教
信
者
の
間
の
熱

烈
な
崇
拝
の
対
象
で
あ
る
。（B

urton W
atson, 1993 , p.ix

）

　

鳩
摩
羅
什
訳
の
『
法
華
経
（
妙
法
蓮
華
経
）』
は
、
中
国
・
日
本

の
両
地
域
に
お
い
て
高
名
で
あ
り
、
こ
の
翻
訳
に
も
と
づ
い
て
、

『
法
華
経
』
は
何
度
と
な
く
英
訳
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
作
が
、

経
典
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
意
義
に
つ
い
て
極
め
て
洗
練
さ
れ
た
解

釈
を
提
供
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ト
ソ
ン
の
翻
訳
は
、

一
九
九
三
年
と
二
○
○
九
年
の
二
つ
の
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
二
○
○
九
年
版
を
最
新
版
と
し
て
採
用
し
た
。
ワ

ト
ソ
ン
の
翻
訳
は
、
日
本
の
東
洋
哲
学
研
究
所
と
マ
レ
ー
シ
ア

創
価
学
会
（
Ｓ
Ｇ
Ｍ
）
に
よ
っ
て
も
公
定
訳
と
し
て
採
用
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
薬
草
喩
品
」
は
、『
法
華
経
』
の

七
つ
の
譬
喩
の
一
つ
で
あ
る
。
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『
法
華
経
』
は
二
八
の
章
（
品
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各

章
が
二
つ
の
形
式
、
す
な
わ
ち
散
文
（
長
行
）
と
韻
文
（
偈
）
で

提
示
さ
れ
て
い
る
点
が
独
特
で
あ
る
。
各
章
は
、
そ
の
章
の
主

題
を
導
入
す
る
散
文
で
始
ま
り
、
次
い
で
内
容
は
韻
文
の
形
式

で
示
さ
れ
る
。
こ
の
独
特
の
二
重
の
提
示
形
式
に
よ
っ
て
、『
法

華
経
』
は
そ
れ
自
身
が
一
つ
の
芸
術
分
野
を
成
し
て
い
る
。

方
法
論

　

本
稿
の
探
求
が
資
料
と
す
る
の
は
、『
法
華
経
と
開
結
二
経
』

と
題
さ
れ
た
バ
ー
ト
ン
・
ワ
ト
ソ
ン
の
翻
訳
（B

urton W
atson, 

2009

）
で
あ
る
。
分
析
の
焦
点
は
、
第
五
章
（
１
３
７
‐
１
４
３
頁
）

の
韻
文
と
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
詩
は
全
文
が
二
一
六
行
か
ら

成
る
。
各
詩
句
に
は
参
照
の
便
の
た
め
通
し
番
号
を
振
る
。

　

言
語
的
特
徴
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
言
語
的
特
徴
、
す
な

わ
ち
、
文
学
技
法
と
二
項
成
句
（binom

ial

）
の
使
用
に
目
を
向

け
る
。Ａ　

「
薬
草
喩
品
」
の
説
教
調
の
響
き

Ｂ　
「
薬
草
喩
品
」
に
お
け
る
不
偏
性
の
言
葉
遣
い

と
い
う
二
点
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
に
つ
い
て
の
発
見
と

し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

　

本
稿
で
見
出
し
た
言
語
的
特
徴
を
描
写
し
、
議
論
す
る
た
め
、

偈
全
体
の
中
か
ら
例
文
を
引
く
こ
と
に
し
た
い
。

言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
の
簡
略
な
導
入

　

本
節
で
は
、
こ
の
文
献
に
見
ら
れ
る
主
要
な
特
徴
へ
の
導
入

を
行
う
。
ま
ず
初
め
に
、「
譬
喩
」
は
、
本
質
的
に
教
訓
的
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
、
道
徳
的
・
宗
教
的
・
倫
理
的
な

事
柄
に
つ
い
て
、
教
化
と
指
導
を
与
え
る
文
献
と
し
て
分
類
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
譬
喩
の
言
語
的
特
徴
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
文
学
技
法
と
二
項
成

句
で
あ
る
。

Ａ　

文
学
技
法

　

修
辞
表
現
（im

agery

）
と
は
、
心
に
生
み
出
さ
れ
る
心
象
を
通

じ
て
読
者
が
視
覚
化
で
き
る
よ
う
に
、
劇
的
な
効
果
を
与
え
る
、

首
句
反
復
（anaphora

）、
形
容
辞
（epithet

）、
誇
張
法
（hyperbole

）、

直
喩
（sim

ile
）、
隠
喩
（m

etaphor

）、
叙
述
句
な
ど
の
文
学
技
法

の
使
用
を
指
す
。
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（
一
）
首
句
反
復
は
、
複
数
の
詩
句
や
文
章
、
段
落
な
ど
の

冒
頭
に
、
継
起
的
に
一
つ
の
言
葉
や
句
を
反
復
す
る
こ

と
で
あ
る
。

（
二
）
形
容
辞
は
、
叙
述
の
技
法
と
し
て
使
用
さ
れ
る
言
述

の
形
態
で
あ
る
。
人
間
や
場
所
の
名
前
に
形
容
詞
を
付

加
し
、
そ
の
結
果
、
語
り
に
色
合
い
や
生
気
を
加
え
、

そ
の
力
を
得
て
、
そ
う
し
た
人
間
や
場
所
の
何
ら
か
の

特
質
を
示
す
の
で
あ
る
。

（
三
）
誇
張
法
は
、
効
果
を
よ
り
大
き
く
す
る
よ
う
、
陳
述

を
誇
張
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
語
や
句
を
指
す
。
現

実
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
は
実
用
的
で
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
誇
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
情
動
を
も
た
ら

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（
四
）
隠
喩
は
、
完
全
に
無
関
係
な
二
つ
の
事
柄
に
、
新
し

い
異
な
る
意
味
を
与
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ

を
使
う
こ
と
は
、
主
題
に
様
式
的
な
色
合
い
と
多
様
性

を
加
え
る
こ
と
に
役
立
つ
。

（
五
）
直
喩
は
、「
…
…
の
よ
う
な
」「
あ
た
か
も
…
…
」

「
…
…
に
似
た
」
と
い
っ
た
語
を
と
も
な
う
比
喩
の
形
式

で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
技
法
が
文
中
に
見
出
さ
れ
る
時
、
技
法
に
つ

い
て
の
言
及
は
、
関
係
す
る
行
の
右
側
（
本
翻
訳
で
は
下
部
）
に

【　

】
に
入
れ
て
表
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ｂ　

二
項
成
句
（binom

ial

）

　

二
項
成
句
は
、
統
辞
的
な
関
係
と
い
う
点
か
ら
同
義
語
や
相

補
語
、
反
意
語
で
あ
る
よ
う
な
、
単
語
や
、
時
と
し
て
は
一
連

の
語
の
、
二
つ
一
組
を
指
す
。
そ
れ
ら
は
、
二
重
語
（doublet

）

や
結
合
さ
れ
た
語
彙
の
対
（conjoined lexical pair

）
と
い
っ
た
異

な
っ
た
呼
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
二
項
成
句
は
多
く
の
言
語
で

普
及
し
て
お
り
、「
す
ぐ
に
読
め
る
」
よ
う
に
好
ま
れ
る
語
順
が

あ
り
、
そ
う
し
た
語
順
で
出
現
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
傾
向
が

あ
る
（B

enor, S. &
 Levy, 2006

）。
語
順
は
、
二
項
成
句
が
出
現
す

る
言
語
の
、
意
味
論
的
・
音
声
学
的
・
語
彙
的
要
素
の
結
果
で

あ
る
。

　

構
造
的
に
は
、
二
項
成
句
は
多
く
の
場
合
、「
お
よ
び
」「
ま

た
は
」
な
ど
の
接
続
詞
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
（Sauer, 

2015

）。
し
か
し
、
時
と
し
て
、
接
続
詞
な
し
で
、
コ
ン
マ
の
よ
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う
な
句
読
点
を
使
用
す
る
こ
と
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

れ
ら
は
短
縮
二
項
成
句
（reduced binom

ial

）
と
呼
ば
れ
る
。
た

と
え
ば
、
マ
レ
ー
語
で
は
、suam

i isteri

（
夫
・
妻
）
の
よ
う
に

接
続
詞
は
全
く
無
く
、
対
義
語
と
い
う
よ
り
「
反
対
語
」
を
指

す
よ
う
で
あ
る
（A

sm
ah H

j. O
m

ar

と
の
個
人
的
意
見
交
換
）。

　

以
下
は
、
種
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
例
示
す
る
た
め
、
第
五
章

か
ら
採
っ
た
例
文
で
あ
る
。
該
当
す
る
二
項
成
句
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
、
偈
の
後
の
角
括
弧
（﹇　

﹈）
の
中
に
示
すあ。

　
﹇
対
義
語
（antonym

）﹈、﹇
補
完
語
（com

plem
entary

）﹈、﹇
同

義
語
（synonym

）﹈

（
議
論
の
便
の
た
め
、
二
項
成
句
に
下
線
﹇
翻
訳
で
は
傍
点
﹈
を
付
し
、

﹇
英
訳
の
偈
の
﹈
行
番
号
を
示
す
）。

（
一
）
同
義
語
の
例

充
足

0

0

（I bring fullness and satisfaction

）
世
間　
﹇
同
義
語
﹈

（
１
１
１
行
）

　

こ
の
例
で
は
、
同
義
語
は
接
続
詞and

に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て

い
る
。

（
二
）
対
義
語
の
例

利0

根
鈍0

根
（of keen capacity, of dull capacity

）　
﹇
対
義
語
﹈

（
１
１
８
行
）

　

上
掲
は
対
義
語
（
利
、
鈍
）
で
あ
り
、
接
続
詞
無
し
で
書
か
れ
、

句
読
点
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
短
縮
二
項
成
句
」

と
称
さ
れ
る
。

（
三
）
補
完
的
な
意
味
論
的
関
係
に
よ
る
二
項
成
句
の
例

而
得
増
長

0

0

（grow
th and m

aturity

）　
﹇
補
完
語
﹈（
１
９
８
行
）

　

上
掲
の
語
の
対
は
、
意
味
論
的
関
係
に
お
い
て
補
完
的
で
あ

り
、「
増
（grow

th

）」
は
「
長
（m

aturity

）」
に
帰
結
し
、
両
者
は

関
連
す
る
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。

「
薬
草
喩
品
」
の
言
語
的
特
徴

　

本
稿
で
は
、
不
偏
性
の
言
葉
遣
い
に
伴
わ
れ
た
、
譬
喩
の
説

教
調
の
響
き
を
描
写
す
る
言
語
的
特
徴
を
示
す
。
以
下
の
議
論

は
、
言
語
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
、
立
ち
入
っ
た
教
学
的
解
釈

を
行
う
こ
と
は
控
え
た
い
。

　

資
料
か
ら
の
例
文
は
、
筆
者
が
見
出
し
た
言
語
的
特
徴
を
議

論
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
も
の
を
集
め
て
い
る
。
研
究
の
結

果
が
示
す
と
こ
ろ
か
ら
、
文
学
技
法
と
二
項
成
句
が
、
こ
の
譬
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喩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

見
い
だ
さ
れ
た
。

　

文
学
技
法
と
二
項
成
句
は
、
議
論
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、

強
調
を
つ
け
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、
太
字
と
下
線
﹇
邦
訳
で
は
傍
点
﹈

に
よ
っ
て
）。
筆
者
が
見
出
し
た
言
語
的
特
徴
は
、
各
連
・
各
文

の
下
部
に
注
記
す
る
。

Ａ　
「
譬
喩
品
」
の
説
教
調
の
響
き　

　

仏
典
で
あ
る
『
法
華
経
』
は
、
智
慧
と
慈
悲
に
つ
い
て
の
シ

ャ
ー
キ
ャ
・
ム
ニ
（
ブ
ッ
ダ
・
ガ
ウ
タ
マ
）
の
教
え
に
由
来
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

『
法
華
経
』は
、あ
ら
ゆ
る
人
間
の
生
命
状
態
を
向
上
さ
せ
て
、

彼
ら
を
自
ら
に
等
し
く
す
る
と
い
う
、
久
遠
の
昔
に
立
て

た
釈
尊
の
誓
い
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
経
典
を
説
い
て
い

る
時
点
で
は
こ
の
誓
い
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。（http://w

w
w.sgi-bel.org/en/history/the-lotus-sutra

）

　

道
徳
的
・
宗
教
的
・
倫
理
的
な
事
柄
に
つ
い
て
教
育
的
な
知

識
と
指
導
を
提
供
す
る
文
献
は
、
教
訓
的
文
献
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
分
析
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、「
薬
草
喩
品
」
に
は
こ
の
教

訓
的
な
特
徴
が
露
呈
し
て
い
る
。

一
、
ブ
ッ
ダ
の
出
現

　

ブ
ッ
ダ
の
出
現
は
、「
薬
草
喩
品
」
の
中
で
反
復
さ
れ
、
彼
の

出
現
を
卓
越
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。「
薬
草
喩
品
」
の
偈
の
部

分
は
、
法
を
説
く
こ
と
（
４
行
）
を
目
的
と
す
る
「
法
王
」
と
い

う
形
容
辞
を
含
む
冒
頭
の
偈
で
始
ま
る
。
法
王
は
、
も
う
一
つ

の
名
前
で
あ
る
「
如
来
」（
５
行
）
と
同
義
で
あ
る
。

（
例
一
）破

有
法
王 

出
現
世
間

随
衆
生
欲

種
種
説
法

如
来
尊
重

0

0

（w
orthy of honour and reverence

）　
﹇
同
義
語
﹈

智
慧
深
遠

0

0

（profound and far-reaching

）　
﹇
同
義
語
﹈

（
１
〜
６
行
）

　

例
一
で
は
、
同
義
語
で
あ
る
第
五
行
（「
尊
」「
重
」）
と
第
六
行
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（「
深
」「
遠
」）
の
二
項
成
句
が
、
如
来
の
真
価
と
智
慧
に
注
目
を

引
き
付
け
る
。

　
「
雲
」
の
隠
喩
は
、
そ
れ
と
似
た
出
現
を
描
写
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
て
い
る
（
59
行
）。
隠
喩
は
、
如
来
が
出
現
し
た
大
地
を

覆
う
「
雲
」
を
描
き
出
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
例
二
）仏

亦
如
是 

出
現
於
世

譬
如
大
雲　
　
【
隠
喩
／
雲
】

普
覆
一
切
（that covers all things everyw

here

）　
【
誇
張
法
】

（
57
〜
60
行
）

　
「
薬
草
喩
品
」
で
は
、
多
く
の
例
で
ブ
ッ
ダ
を
「
雲
」
に
喩
え

て
い
る
。
例
二
で
は
、「
大
雲
」
は
普
く

0

0

大
地
の
全
体
を
覆
う
保

護
膜
で
あ
る
（
60
行
）。

　

以
下
の
例
で
は
、
諸
経
の
王
は
、
雨
に
よ
っ
て
大
地
を
冷
や

す
慈
悲
深
い
雲
（
19
行
）
に
類
似
し
て
い
る
。
二
項
成
句
は
、
雲

に
と
も
な
う
も
の
や
、
雲
の
到
来
に
引
き
続
い
て
起
こ
る
こ
と

を
、
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。

『
法
華
経
』の
各
国
語
へ
の
翻
訳
が
進
ん
で
い
る
。上
段
左
か
ら
タ
イ
語･

ラ
オ
ス
語･

ギ
リ
シ
ャ
語･

ド
イ
ツ
語
、
中
段
左
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語･

イ

タ
リ
ア
語･

英
語
（
２
０
０
９
）、
英
語
（
１
９
９
３
）
の
訳
。
下
段
左

か
ら
ハ
ン
グ
ル
版
、
現
代
中
国
語
版
（
繁
体
字
）、
日
本
語
の
訓
読
版
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（
例
三
）慧

雲
含
潤

電
光
晃
曜

0

0

（gleam
s and flashes

）　
﹇
同
義
語
﹈

雷
声
遠
震 

令
衆
悦
豫

日
光
掩
蔽

0

0

（veiled and hidden

）　
﹇
同
義
語
﹈

地
上
清
涼 

靉
靆
垂
布

0

0

（descend and spread

）　
﹇
補
完
語
﹈

如
可
承
攬　
（
19
〜
26
行
）

　

輝
き
き
ら
め
く
電
光
（
20
行
）
と
、
遠
く
で
と
ど
ろ
く
稲
妻
の

響
き
（
20
〜
21
行
）
を
と
も
な
っ
て
、
雲
は
自
ら
の
下
に
あ
る
大

地
を
冷
や
す
。
熱
い
太
陽
の
光
は
「
掩
蔽
」（
23
行
）
さ
れ
、
暗

い
雲
の
塊
は
空
に
「
垂
布
（
垂
れ
下
が
り
広
が
る
）」（
25
行
）
し
て

日
陰
を
生
み
出
す
。
二
項
成
句
の
使
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
雲
と
、

諸
経
の
王
の
到
来
を
生
き
生
き
と
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
薬
草
喩
品
」
で
は
、
大
地
を
覆
い
、
冷
や
し
、
保
護
す
る

雲
の
す
が
た
を
描
く
こ
と
で
、
到
来
の
意
義
と
現
に
そ
こ
に
い

る
こ
と
の
影
響
を
ほ
の
め
か
す
の
で
あ
る
。

　

以
下
の
偈
で
は
、
雨
が
広
く
覆
う
こ
と
を
、
入
念
に
描
写
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
教
え
な
い
し
は
法
の
隠
喩
で
あ
り
、
ど
ち

ら
も
広
大
で
、
地
上
の
「
四
方
に
俱
に
下
る
」（
28
行
）
も
の
で

あ
る
。
二
項
成
句
の
使
用
は
、
雨
が
覆
う
領
域
の
広
大
さ
を
強

調
し
、
雨
は
種
々
の
地
形
に
よ
っ
て
も
「
幽
邃
（
遠
く
離
れ
た
場

所
）」
に
よ
っ
て
も
妨
げ
ら
れ
な
い
（
31
〜
32
行
）。
こ
の
よ
う
に

広
く
覆
う
こ
と
で
、
様
々
な
種
類
の
植
物
が
繁
茂
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
（
33
〜
36
行
）。

（
例
四
）其

雨
普
等　
　
【
隠
喩
】

四
方
倶
下

流
澍

0

0

（flow
 and saturation

）
無
量　
﹇
補
完
語
﹈

率
土
充
洽

山
川
險
谷

0

0

0

0

（to the ravines and valleys of the m
ountains and 

stream
s

）　
﹇
同
義
語
﹈

幽
邃

0

0

（the rem
ote and secluded places

）
所
生　
﹇
同
義
語
﹈

卉
木
薬
草

大
小

0

0

（large and sm
all

）
諸
樹　
﹇
対
義
語
﹈

百
穀
苗
稼 

甘
蔗
蒲
萄　
（
27
〜
36
行
）
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二
、
ブ
ッ
ダ
の
宣
言

　

説
教
調
の
響
き
の
一
部
と
し
て
、
権
威
を
帯
び
た
調
子
が
、

以
下
の
第
六
九
行
で
の
、
自
分
か
ら
の
宣
言
の
中
に
あ
る
。

（
例
五
）我

為
如
来

両
足
之
尊　
　
【
形
容
辞
】　
（
69
〜
70
行
）

充
足

0

0

（I bring fullness and satisfaction

）
世
間　
﹇
同
義
語
﹈　

（
１
１
１
行
）

　

最
初
の
引
用
は
、「
如
来
」
と
い
う
形
容
辞
が
ブ
ッ
ダ
を
指
す

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。「
薬
草
喩
品
」
の
他
の
箇
所
で
使
用
さ

れ
て
い
る
他
の
形
容
辞
は
、「
法
王
」（
１
行
）
と
「
世
尊
」（
66
行
）

で
あ
る
。
第
七
〇
行
に
は
、「
両
足
（
二
本
足
の
も
の
）」
と
し
て

言
及
さ
れ
る
人
間
た
ち
の
中
で
最
も
「
尊
」
と
い
う
、
自
ら
の

地
位
の
宣
言
が
あ
る
。
第
一
一
一
行
は
、
如
来
に
意
図
さ
れ
た

役
割
に
つ
い
て
の
、
も
う
一
つ
の
宣
言
で
あ
る
。

　

次
の
例
の
第
七
二
行
と
第
七
三
行
で
は
、
ブ
ッ
ダ
が
出
現
し

た
目
的
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の
例
で
入
念
に
描
写

さ
れ
る
。

（
例
六
）出

于
世
間 

猶
如
大
雲　
　
【
直
喩
】

充
潤
一
切

枯
槁

0

0

（dry and w
ithered

）
衆
生　
﹇
同
義
語
﹈

皆
令
離
苦 

得
安
穏

0

0

（peace and security

）
楽　
﹇
同
義
語
﹈

世
間
之
楽
（the joys of this w

orld

）　　
【
首
句
反
復
】

及
涅
槃
楽
（the joy of nirvana

）　
（
72
〜
79
行
）

三
、
法
が
単
一
で
あ
る
こ
と
の
宣
言

　

譬
喩
で
は
、
法
が
単
一
で
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
宣
言
さ
れ

る
。「
雨
」
と
い
う
隠
喩
で
は
、
味
わ
い
が
単
一
で
あ
る
こ
と
が

繰
り
返
し
描
写
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

宣
言
は
、
以
下
の
例
の
中
に
引
用
し
た
も
の
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

（
例
七
）其

雲
所
出 

一
味
之
水　
　
【
叙
述
句
】　
（
41
〜
42
行
）
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佛
所
説
法

譬
如
大
雲

以
一
味
雨

潤
於
人
華

各
得
成
実　
　
（
１
９
８
〜
２
０
２
行
）

　

第
八
九
行
か
ら
第
九
一
行
に
か
け
て
は
、
宣
言
は
第
一
声
で

な
さ
れ
、
涅
槃
と
呼
ば
れ
る
解
放
へ
と
導
く
単
一
性
を
確
証
す

る
の
で
あ
る
。

（
例
八
）甘

露
浄
法　
　
【
隠
喩
】

其
法
一
味

解
脱
涅
槃　
　
（
89
〜
91
行
）

　

そ
れ
故
、
上
掲
の
例
で
の
「
一
」
と
い
う
語
の
繰
り
返
し
が

意
図
す
る
の
は
、
単
一
性
が
教
え
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

四
、
信
仰
者
お
よ
び
不
信
者
へ
の
宣
言

　

以
下
の
例
は
、
信
仰
者
お
よ
び
不
信
者
に
提
供
さ
れ
た
教
訓

的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
き
出
し
て
い
る
。
以
下
の
一
節
は
、
二
つ

の
異
な
る
人
間
集
団
を
描
写
し
て
い
る
。

（
例
九
）有

智
若
聞

則
能
信
解

0

0

（believe and understand

）　
﹇
同
義
語
﹈

無
智
疑
悔

0

0

（doubts and regrets

）　
﹇
同
義
語
﹈

則
為
永
失　
　
（
９
〜
12
行
）

　

二
項
成
句
の
使
用
に
よ
っ
て
、
信
仰
者
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
信

解
」
す
る
賢
人
（
10
行
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
不
信
者
は
「
疑

悔
」
を
懐
き
（
11
行
）、
永
遠
に
過
ち
の
中
で
生
き
る
こ
と
が
描

写
さ
れ
て
い
る
。

五
、
法
と
成
仏
に
向
か
う
手
立
て

　

こ
の
「
薬
草
喩
品
」
で
は
、
法
を
獲
得
し
成
仏
を
達
成
す
る

た
め
の
修
行
方
法
と
手
立
て
を
提
供
し
て
い
る
。

　

例
一
〇
と
例
一
一
で
は
、
す
べ
て
の
生
き
物
、
す
な
わ
ち
神
々

と
人
間
の
両
方
（
80
行
）
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、
与
え

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
気
づ
き
、
注
意
を
向
け
つ
づ
け
て
い
る
。

彼
ら
は
段
階
的
な
修
行
を
行
う
こ
と
に
な
る
（
１
７
７
〜
１
７

８
行
）。
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（
例
一
〇
）

諸
天
人

0

0

衆
（heavenly and hum

an beings

）　
﹇
対
義
語
﹈

一
心
善

0

0

0

（carefully and w
ith one m

ind

）
聴　
﹇
補
完
語
﹈

皆
応
到0

此
（gather around

）　
﹇
補
完
語
﹈

覲0

（and observe
）
無
上
尊　
　
（
80
〜
83
行
）

（
例
一
一
）

漸
次

0

0

（gradually and stage by stage

）
修
行　
﹇
同
義
語
﹈

皆
得
道
果　
　
（
80
〜
83
行
）

　

以
下
の
例
一
二
で
は
、「
修
学
（
修
行
と
学
習
）」（
２
１
５
行
）

を
通
じ
て
、
成
仏
が
確
実
に
達
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ

て
い
る
補
完
的
な
二
項
成
句
に
よ
っ
て
、
修
行
す
る
と
き
は
、

そ
の
過
程
で
も
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
例
一
二
）

汝
等
所
行 

是
菩
薩
道

漸
漸
修
学

0

0

（practice and learning

）　
﹇
補
完
語
﹈

悉
当
成
仏　
（
２
１
３
〜
２
１
６
行
）

　

獲
得
さ
れ
る
覚
り
の
境
地
の
種
々
の
段
階
は
、
以
下
の
偈
で
、

譬
喩
全
体
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
例
で
は
、
三
種
類
の

薬
草
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
団
は
「
小
」（
１
２
６
〜
１
２

７
行
）「
中
」（
１
２
８
〜
１
３
５
行
）「
上
」（
１
３
６
〜
１
３
９
行
）

の
三
種
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

（
例
一
三
）

釈
梵
諸
王 

是
小
薬
草

知
無
漏
法

能
得
涅
槃 

起
六
神
通 

及
得
三
明

独
処
山
林 

常
行
禅
定

得
縁
覚
証

是
中
薬
草

求
世
尊
処

我
当
作
仏

行
精
進
定

0

0

0

（diligent effort and practicing m
editation

）　
﹇
補

完
語
﹈

是
上
薬
草　
（
１
２
６
〜
１
３
９
行
）
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も
う
一
つ
言
及
さ
れ
て
い
る
集
団
は
、
小
樹
と
大
樹
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
彼
ら
の
信
仰
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
彼
ら
は
仏
子
と

呼
ば
れ
て
い
る
（
１
４
１
行
）。

（
例
一
四
）

又
諸
仏
子

専
心
仏
道

常
行
慈
悲

0

0

（m
ercy and com

passion

）　
﹇
同
義
語
﹈

自
知
作
仏

決
定
無
疑

0

0

0

0

（certain of it and never doubting

）　
﹇
同
義
語
﹈

是
名
小
樹　
　
（
１
４
１
〜
１
４
６
行
）

安
住
神
通　
　
【
類
比
】

転
不
退
輪

度
無
量
億　
　
【
誇
張
法
】

百
千
衆
生　
　
【
誇
張
法
】

如
是
菩
薩

名
為
大
樹　
　
【
隠
喩
】　
（
１
４
７
〜
１
５
３
行
）

　

誇
張
法
の
使
用
は
、「
不
退
の
輪
を
転
ず
る
」こ
と（
１
４
８
行
）

に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
多
数
の
者
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
。

Ｂ　
「
薬
草
喩
品
」
に
お
け
る
不
偏
性
の
言
葉
遣
い

　
「
薬
草
喩
品
」
で
は
、
全
て
の
人
に
向
け
ら
れ
た
不
偏
性
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
誰
も
他
の
人
の
上

に
立
つ
こ
と
は
な
い
し
、
全
て
の
人
は
平
等
に
扱
わ
れ
る
。
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
修
辞
に
満
ち
た
言
葉
遣
い
と
、
二
項
成
句

の
使
用
に
よ
っ
て
、
伝
達
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
節
で
示
し
た

よ
う
に
、
こ
の
譬
喩
を
通
じ
て
数
か
所
に
わ
た
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
。

一
、
全
て
の
も
の
に
対
す
る
法
の
不
偏
性
を
示
す

　
「
薬
草
喩
品
」
で
は
、
教
え
は
全
て
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

「
薬
草
喩
品
」
の
各
所
に
現
れ
て
い
る
。
以
下
の
例
で
は
、「
平
等
」

と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
意
図
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
全
て
の
も

の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。

（
例
一
五
）

仏
平
等
説

如
一
味
雨　
　
【
直
喩
】（
１
５
２
〜
１
５
３
行
）
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例
一
五
に
は
、
ブ
ッ
ダ
の
説
法
を
指
す
「
一
味
の
雨
の
如
し
」

（
１
５
３
行
）
と
い
う
直
喩
が
あ
る
。

　

対
義
語
か
ら
成
る
二
項
成
句
の
使
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
不
偏

性
が
明
確
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
例
一
六
に
お
け
る
対
義
語

は
、
様
々
な
立
場
の
人
々
の
大
き
な
広
が
り
を
生
み
出
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
尊
貴
で
優
秀
な
者
か
ら
下
賤
で
劣
っ
た
者
ま

で
、
同
様
に
、
法
を
遵
守
す
る
者
と
破
壊
す
る
者
と
い
っ
た
よ

う
に
。
法
は
、
全
て
の
者
に
中
立
的
で
開
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、

全
て
の
者
は
平
等
な
扱
い
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

（
例
一
六
）

貴
賤

0

0

（Em
inent and low

ly

）
上
下

0

0

（superior and inferior
）　
﹇
対

義
語
﹈

持
戒
毀
戒

0

0

0

0

（observers of precepts, violators of precepts

）　
﹇
対

義
語
﹈

威
儀
具
足

0

0

（fully endow
ed

）　
﹇
対
義
語
﹈

及
不
具
足

0

0

0

（not fully endow
ed

）

正
見
邪
見

0

0

0

0

（of correct view
s, of erroneous view

s

）　
﹇
対
義

語
﹈

利
根
鈍
根

0

0

0

0

（of keen capacity, of dull capacity

）　
﹇
対
義
語
﹈　

（
１
１
２
〜
１
１
７
行
）

二
、
平
等
と
不
偏
性
の
宣
言

　

例
一
七
で
の
言
明
は
、
法
は
、
個
人
で
あ
れ
集
団
で
あ
れ
、

全
て
の
者
に
平
等
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
が
、

一
方
、
例
一
八
で
は
、
全
て
の
者
に
対
し
て
不
偏
で
あ
り
、
い

か
な
る
依
怙
贔
屓
も
個
人
的
意
向
も
な
い
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て

も
い
る
。

（
例
一
七
）

平
等
説
法

如
為
一
人

0

0

衆
多

0

0

亦
然　
（
１
０
３
〜
１
０
５
行
）

（
例
一
八
）

無
有
彼
此
（I have no m

ind to favour this or that

）

愛
憎

0

0

之
心
（to love one or hate another

）　
﹇
対
義
語
﹈

我
無
貪
著

0

0

（greed or attachm
ent

）　
﹇
対
義
語
﹈

亦
無
限
礙

0

0

（lim
itation or hindrance

）　
﹇
同
義
語
﹈

（
99
〜
１
０
２
行
）
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検
討

　

ワ
ト
ソ
ン
の
翻
訳
（
２
０
０
９
）
を
検
討
す
る
中
で
、
文
学
技

法
と
二
項
成
句
が
こ
の
資
料
で
集
中
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
た
。「
薬
草
喩
品
」
に
つ
い
て
は
、
ブ
ッ
ダ
の
教

え
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
教
訓
的
文
献
と
し
て
、
使
用

さ
れ
て
い
る
言
語
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
譬
喩
の
主
旨
と
し
て
、

次
の
五
つ
を
特
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ッ
ダ
の
到
来
の
告
知
、

彼
の
出
現
の
目
的
に
つ
い
て
の
布
告
、
教
え
の
単
一
性
の
宣
言
、

誰
が
信
仰
者
で
、
ど
の
よ
う
な
利
益
を
受
け
る
の
か
を
、
不
信

者
と
対
比
し
て
言
明
す
る
こ
と
、
法
に
向
か
い
成
仏
を
遂
げ
る

た
め
の
手
立
て
に
つ
い
て
の
説
明
、
と
い
う
五
つ
で
あ
る
。

　

教
訓
的
文
献
と
し
て
、「
雲
」
と
「
雨
」
が
隠
喩
と
し
て
醸
し

出
す
雰
囲
気
が
、
教
え
の
広
が
り
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て

い
る
。
こ
の
隠
喩
の
選
択
に
よ
っ
て
、
雲
が
大
地
を
熱
い
太
陽

光
か
ら
保
護
す
る
様
子
や
、
雨
が
潤
い
を
も
た
ら
し
大
地
を
冷

ま
す
様
子
に
含
意
さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
信
者
た
ち
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い

る
修
辞
は
、
信
者
に
約
束
さ
れ
た
保
護
と
、
彼
ら
が
受
け
る
こ

と
に
な
る
利
益
に
近
似
し
て
い
る
。

　

文
学
技
法
と
二
項
成
句
の
選
択
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
不
偏

性
を
語
る
言
葉
遣
い
は
、
誰
も
が
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
同
様
に
扱

わ
れ
、
他
の
人
よ
り
上
に
置
か
れ
る
人
は
誰
も
い
な
い
と
い
う

点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
ブ
ッ
ダ
は
公
平
で

あ
り
、
彼
の
教
え
は
全
て
の
者
に
開
か
れ
、
少
し
の
依
怙
贔
屓

も
な
く
知
識
は
平
等
に
分
け
与
え
ら
れ
る
。

　

要
約
す
る
と
、
筆
者
の
見
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
同
義
語
・

対
義
語
・
意
味
論
的
補
完
語
か
ら
な
る
二
項
成
句
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
譬
喩
に
見
ら
れ
る
二
項
成
句
の
選
択

は
、
ブ
ッ
ダ
の
到
来
と
成
仏
へ
の
道
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
手
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
全

体
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
同
義
語
か
ら
な
る
二
項

成
句
（
例
四
を
参
照
）
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
隠
喩
（
す
な
わ
ち
雲

と
雨
）
の
特
定
の
属
性
を
詳
細
な
も
の
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
同
義
語
は
、
詳
細
に
さ
れ
て
い
る
属
性
な
い

し
特
徴
に
強
調
を
つ
け
る
。
他
方
、
対
義
語
は
、
問
題
に
な
っ

て
い
る
要
素
の
範
囲
を
記
述
す
る
。
た
と
え
ば
、
例
一
六
で
は
、

平
等
な
扱
い
を
受
け
る
人
々
の
中
に
は
、
貴
い
人
々
が
含
ま
れ
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『法華経』「薬草喩品」の言語

る
だ
け
で
な
く
、
賤
し
い
人
々
も
排
除
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で

あ
る
。
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訳
注

（
１
）
以
下
で
は
、『
法
華
経
』
は
漢
文
の
原
文
を
示
し
、
必
要
に
応

じ
て
ワ
ト
ソ
ン
に
よ
る
英
訳
を
付
す
こ
と
に
す
る
。『
法
華
経
』

は
創
価
学
会
教
学
部
編
『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』（
創
価
学
会
）

に
も
と
づ
く
。
ワ
ト
ソ
ン
の
英
訳
は
Ｓ
Ｇ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

Study M
aterial

で
全
文
が
読
め
る
。

（
２
）
ダ
ト
ゥ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
各
州
の
ス
ル
タ
ン
よ
り
与
え
ら
れ

る
尊
称
。

（Faridah N
oor M

ohd N
oor

／

マ
ラ
ヤ
大
学 

文
明
間
対
話
セ
ン
タ
ー
所
長
）

（
訳
・
ま
え
が
わ　

け
ん
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
）


